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コンピュータを用いた社会的スキル学習教材の開発に関する基礎的研究

若松　昭彦'

発達障害児・者が社会的場面での適切な言動を学習するための課題に関して,実写によるビデオ場面集を

作成し,発達障害者1名に試行した。その結果, 1)グループ活動での会話場面で,相手の表情や視線など

の様子を意識しようとする意欲が見られた。 2)最初は雑談の内容が全く分からない様子であったが,何度

も聞くことで,その概要の記述ができた,等の対象者の変化が報告された。繰り返し視聴できるので,場面

の状況や適切な行動のポイントなどを説明しやすい.人とのかかわり方だけではなく,表情を読む.視線や

語調の違いに気づく,気持ちを知る,雑談の内容を理解するなどの課題としても使用できる利点があり.敬

材としての有用性が示唆された。しかしながら,日常場面への明らかな効果が見られたとは言えず,学習内

容の定着やコンピュータ利用に適した設問内容・形式の検討,般化を促す支援方法の工夫などが,今後の課

題として提起されたo

キーワード:発達障害,社会的スキル,コンピュータ,ビデオ

I.研究の日的

LD, ADHD,高機能自閉症やアスベルガー症候群

などの発達障害のある子どもや青年・成人に対して,

対人関係やコミュニケーションの基本ルールを段階的

に教えていく,社会的スキル学習(ソーシャルスキル

トレーニング,以下SST)の試みが近年増えてきて

おり,指導用の書籍(國分, 1999:小貫・名趨・三和,

2004 ;五十嵐, 2005など)午,場面や状況認知のため

の絵カード等も出版されている(ことばと発達の学習

室M, 2002, 2003, 2004, 2006など)。しかしながら,

これらの書籍や絵カードを参考にした指導では,例え

ば小中学校で指導を行うような場合,担当教員の知

識・経験や,指導に配当できる時間などによって学習

効果に大きな差が生じたり,実際に役割演技を行う場

合には.同じ演技を何回も再現することが難しい,級

で復習することができないなどの多くの問題点が予想

される。

また,発達障害のある子どもなどに対するSSTの

実践報告は国内外共に見られるが(Chang, Tsou,

Shen, Wong, & Chao, 2004;高橋, 2004:岡田・後

藤・上軌2005:給内・宮前・馬場ら, 2005:高橋,

2005 : Gol & Jarus, 2005 ;是枝・小谷, 2006 ; Chung,

'広島大学大学院教育学研究科特別支援教育学講座

Reavis, Mosconi, Drewry, Matthews, & Tasse, 2007 :

de Boo & Prins,2007など),これらの研究の多くは個

別または小集E司での指導であるo　そうした指導が可能

な場やスタッフは,少なくとも国内では限られており,

発達障害のある本人や家族のニーズに十分に応えきれ

ていないのが現状である。

これらの問題に対しては.安定した刺激提示や

フィードバックが得られるコンピュータの利用が有効

であると考えられるが,コンピュータを用いたSST

の学習ソフトは普及しているとは言えない。発達障害

のある子どもや成人へのSSTの重要性が認識されつ

つある今日, 1人でも,また自宅等でも効果的な学習

が可能な,コンピュータを利用した実用的なSST学

習教材の出現が待たれていると言えるであろう。

そこで,本稿では, SST学習教材の開発に関する

基礎的資料を得るために,社会的場面での適切な言動

を学習するための課題について,実写によるSST場

面集を作成して,発達障害者1名に試行した結果を報

告する。

Ⅱ.方　法

1. SST場面集の作成

実写によるSST場面集の製作を依頼してきた研究

協力者の原案に基づき, Table lのような14のテーマ
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及びシナリオを作成した。これらの内容は,日頃,発

達障害児・者とかかわる機会の多い研究協力者が,こ

れまで実際に見聞した経験等を基にして考案したもの

である。今回は,中学生くらいから成人までの利用が

可能なように,高校生段階を想定している。各テーマ

は,発達障害のある本人が適切な言動をしない場合と.

適切な言動をする場合の2通りのシナリオをペアにし

た構成になっている。ただし,テーマ(参「上手に頼む」,

同⑥「上手に断わる」では,適切な言動をしない場合

のシナリオが2つずつ用意されており,計30のシナリ

オが作成された。

録画は,広島大学の演劇部男子学生3名と大学院生

1名(テーマ⑦「自己紹介」にエキストラ出演)にモ

デルを依頼し, 2007年7月に広島大学の講義室などで

行った。シナリオを事前に演劇部学生に渡しておき,

役決めや自然な会話になるようなシナリオ細部の修

正,アドリブ的な会話の内容等は,彼らに-任した。

撮影したビデオから.演技が自然であった30の場面を

選択してDVDに録画し, SST場面集を作成した。各

場面の長さは,シナリオによって異なるが, 11秒から

38秒である。

Table 1 SST場面集のテーマとシナリオの楯略

調　mvz&iE

朝の教室。生徒B, Cが2人で話している。

シナリオ1 :生徒Aは黙って教室に入り,自分の席に座る。 BとCは,変な顔をしてAを見る。

シナリオ2 : Aは2人に笑顔で挨拶し, BとCも笑顔で挨拶を返す。

(彰　会話を始める

生徒Bが試験勉強をしていると,生徒Aが話しかける。

シナリオ1 : AはTV番組の話題を話し続け, Bは困った顔をしてAの方を見る。

シナリオ2 : AはBの様子を察し,励まして立ち去る。 Bは微笑みながら礼を言う。

@　お礼を百う

先に教室に入ろうとした生徒Bが,後から来た生徒Aに気づき,ドアを開けて待つ。

シナリオ1 :AはBを無視して教室に入り, Bは変な顔をする。

シナリオ2 : Aは笑顔で礼を言いながら教室に入り, Bもそれに笑顔で応える。

④　上手に謝る

生徒Aが席から立ち上がろうとすると,ち1うど後ろを通りかかった生徒Bに椅子がぶつかる.

シナリオ1 :AはBに, 「ごめん」とだけ言い,すぐに立ち去る。 Bはムッとした顔をする。

シナリオ2 : Aは申し訳なさそうな表情をして. Bに丁寧に謝る。 Bは笑顔で返答する。

(参　上手に頼む

生徒Bが本を読んでいると,生徒Aが体育館シューズを借りにくるo

シナリオ1 :Aは高飛車な言い方で頼み, Bはムッとする。 Aは捨てゼリフを残して立ち去る。

シナリオ2 : Aはなかなか頼めない。 Bが用件を問うと, Aは困った顔をして立ち去る。

シナリオ3 :Aは申し訳なさそうな顔をしながらも,はっきりと頼み. Bは快諾する。

⑥　上手に断わる

生徒Aが1人で試験勉強をしているO生徒Bが来て,昨E]のTV番組のことを話し綴ける。

シナリオ1 : Aはしばらく我慢していたが,突然大声で怒鳴りつけ, Bはあきれた表情をする。

シナリオ2 : Aは関った素振りを見せながらも, Bの話に相槌を打ち続けるo Bは話し続ける.

シナリオ3 : Aは話が途切れた時に,後で話したいことをその理由と共に言い, Bは了解する。

(カ　自己紹介

4人が円になり座っており.生徒Aが立って自己紹介をする。

シナリオ1 :場に合わない大声で. 3人を見ず,無表情に話をする

シナリオ2 :はっきりした明るい声で. 3人を順番に見ながら.笑顔で話をする。
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(彰　仲間に入る

生徒B, Ciう‡話をしている。

シナリオ1 :生徒Aは. BとCの深刻な話に急に加わろうとして断られ.不満気に立ち去る。

シナリオ2 : BとCは笑いながら話している。 Aは,タイミングを見計らって話に加わる。

⑨　仲間の誘い方

生徒Aは,漫画を読んでいる生徒B. Cをトランプに誘おうとする。

シナリオ1 :Aは下を向いたまま,小さな声で誘うが. BとCは漫画を読み続ける。

シナリオ2 : Aは2人を見ながら,笑顔で爽やかに誘いかけ, BとCは承諾するo

⑩　物を分ける

生徒Aがお菓子を食べていると,生徒Bが「おいしそうだね」と言う。

シナリオ1 :AはBの方をチラリと見るが,そのまま食べ続ける。

シナリオ2 : AはBにお菓子を勧め. Bは笑顔でお礼を言って,お菓子をもらう。

⑪　からかいへの対応

生徒Aが1人で思い出し笑いをしていると,生徒Bが,その様子をからかう。

シナリオ1 : Aは突然椅子から立ち上がり.激昂して怒鳴る。 Bは驚いて立ち去る。

シナリオ2 : Aは照れ笑いをしながら,穏やかに対応する。 Bも笑いながら応答する。

⑱　上手な聴き方

生徒Aが. 1人でいる先輩Bに話しかける。

シナリオ1 :AはBの話を聞きながら,唐突にBのメールアドレスを尋ねて, Bは驚くo

シナリオ2 : Aは相槌を打ちながらBの話を開き,話が一段落した時に,アドレスを尋ねる.

⑱　上手な褒め方

生徒Bが新しいTシャツを着て.教室に入ってくる。

シナリオ1 :生徒Aは大声でTシャツを褒め, Bは困惑する。他の生徒は笑いながらAを見る。

シナリオ2 : AはBに近づき,普通の声でTシャツのことを褒める。 Bは嬉しそうに応答する。

⑭　窓口での質問

青年Aに書類の申請書が届いたが.記入方法が分からないので窓口に聞きに行くO

シナリオ1 : Aは,いきなり書類を担当者に差し出すo担当者は驚き.困った顔でAを見るo

シナリオ2 : Aは明るい声で,はっきりと要件を告げる。担当者は笑顔で応対する。

2.手続き

事例に対する支援の実施者は, A市相談支援事業の

委託を受けた, B社会福祉法人のC氏である　2007年

11月に, C氏より.表情理解について.なかなか適当

な教材が見つからずに困っているとの相談を受け,衣

情理解学習プログラムの試作版(若松, 2006)と一緒

にSST場面集を送付した。本事例は, B社会福祉法

人でC氏が現在までに行った支援の結果を,筆者の依

頼に応じて提供してもらったものである。

Ⅲ.結　果

1.事例の内容及び結果

1 )対象者:広汎性発達障害の診断を受けた30代男性

2)目的:アルバイト先におけるコミュニケーション

を円滑にするため,

(1)様々な非言語コミュニケーションの存在を確認す

る。

(2) 「雑談」の内容を聞けるようにする。

(3)場面についての「具体的な記述」を促す。

3)頻度:過1回, 1回の支援につき1テーマずつ進

めていく。

4)方法:ビデオを視聴し,次項の「分析シート」に

本人が記入していく。ビデオの操作は本人が行い,何

回視聴してもよいとするが,回数は分析シートに記入

欄がある。

シートへの記入を終えたところで,支援者が一緒に

視聴し,シートに記述されていない(本人が気づいて

いないと思われる)非言語サインや雰囲気の変化等に

ついて,ビデオを一時停止させながら説明していく。
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5)分析シート:場面全体の概要,雰囲気の違い,逮

切な行動の選択.不適切な行動へのアドバイス,自分

の似た経験.ドラマ中の雑談の内容の6項目について

自由記述する。

6)結果:この課題に先行して,衷情理解学習プログ

ラムを実施した。これは.対象者が自分のコミュニケー

ションの苦手さは,相手の表情が読めないことに原因

があると自己分析していたことによるものである。実

際に学習プログラムを行うと,全ての課題で95%以上

の正答率を示した。これを踏まえて,表情の読み取り

は本人が思っているほど直接的にはコミュニケーショ

ンの苦手さに影響していないことを説明した。また,

場面や表情以外の非言語サインについて学習していく

モチベーションを高めることができた。

下記の結果は.目的の(1)-(3)にそれぞれ対応す

るものである。

(1)これまで対象者の重点的課題として取り上げてき

た「気持ち」については,分析シートへの記述が1回

目より多く見られたが,他の非言語サインについては

記述が見られなかった。 2回目で.表情や視線につい

て支援者が説明を行うと,それ以降の回では意識して

いる様子がうかがわれた。グループ活動での会話場面

でも,相手の様子を意識しようとする意欲は見られた

が,直接的にそれが本人のコミュニケーションを円滑

にするまでには至っていない。

(2)対象者には,これまでの経験の中でも,現在のア

ルバイト先でも,雑談の内容が分からないという訴え

が多く見られた。そのため,自分に興味のないことも

含めて意識的に聞く体験を積み重ねていくことを,こ

の教材を用いた学習テーマの1つにあげた。雑談の内

容が分からないために,繰り返しビデオを見ているこ

とも多く, 1話の視聴回数が10回を越えることもあっ

た。最初はその内容が全く分からない様子であったが,

何度も開くことで,自分でその概要を記述することが

できた。

(3)同じことばでも,それに付随する非言語コミュニ

ケーションや,その語調によっても意味するところが

違うことなどを再度確認する意味を含めて.具体的な

記述を行う課題を設定した。例えば, 「笑っている」

場面を,さらに具体的に記述するという課題を遂行す

るために, 「笑い方」に注目させることがその日的で

yras*

さらに,対象者には,その発言や記述内容が具体性

に欠けるという全般的な課題が長く存在している。そ

のため,自らの行動修正や生活改善に具体的な目標を

持てないあるいは持たないため,よりよい結果につな

がりにくいという経過があった。対象者のこれまでの

生活歴を考慮すると,それを生きる術として用いるこ

とで自分の身を守ってきたことが推測された。当機関

で行っている個別・集団の療育プログラムの随所で,

「具体的に書く」ことを意識するように促している。

2.結果のまとめと考察

1.)結果のまとめ

・グループ活動での会話場面でも,相手の表情や視線

などの非言語サインの様子を意識しようとする意欲は

見られたが,直接的にそれが本人のコミュニケーショ

ンを円滑にするまでには至っていない。

・初めは雑談の内容が全く分からない様子であった

が,何度も聞くことで,自分でその概要を記述するこ

とができた。

・取り組みの期間もそれほど長くはなく,会話やアル

バイトの状況に変化は見られない。

2)考　察

発達障害者のコミュニケーション支援や場面の読み

取りに関しては,これまでは限られた素材の状況絵

カードがあったに過ぎず.誰もが経験する可能性のあ

る場面を用いた動画は大変に意義深いものであった。

また, 1つのテーマが,同一の導入場面から始まり,

本人の言動とそれに続く周囲の対応のみが違うという

構成になっていることで.それぞれの言動による影響

や雰囲気の違いなどについて,課題として取り上げる

ことが容易であった。テーマによって演技者の役が違

うことも,当機関での取り組みの中では全く問題に

なっていない。今後.この教材のバリエーション(難

易度や対象者の年齢.場面等)が増えることが期待さ

Iilf

Ⅳ.総合考察

本稿で紹介した事例は,実施期間が長いとは言えず,

学習効果がまだ十分に現れていない可能性がある。し

かしながら,対象者には,会話場面で相手の非言語サ

インを意識しようとする様子がうかがわれた。また,

高権能自閉症やアスベルガー症候群の人々が時に訴え

ることがある.日常会話や雑談の内容が理解できない

という悩みに対する効果も認められた。今後は.学習

を続けたり,事例数を増やしたりして,学習が日常場

面に及ぼす効果について,さらに詳しく検討していく
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必要があるだろう。

実施者のC氏からは,今回作成したSST場面集に

関して,いくつかの利点が報告された。例えば.繰り

返し再生できるので,場面の説明や,適切な行動のポ

イントの説明などがしやすい, 1つのテーマが,同じ

場面から始まり,その後の本人や周囲の言動のみが違

うという構成になっていることで,それぞれの対応に

よる影響や雰囲気の違いなどについて,課題として取

り上げることが容易であった,などである。和やかだっ

たり,緊張したり.違和感などが漂ったりという場面

の雰囲気や臨場感は,まさに動画でなければ表現でき

ないものであろう。また,「この教材を利用するまでは,

支援者が対象者に"視線が", "言い方(語調)が　と

説明しても,それが何なのかを実際の場面と組み合わ

せて考えることができなかったが,この教材を用いる

ことで,それへの取り組みが可能になった。」, 「実際

の映像を見ながらコミュニケーションの方法を確認で

きることで,対象者と支援者の間で共有できる情報量

が圧倒的に増えた。」などの記述も, C氏によってな

されていた。

また,日常場面で.人とのかかわりにおいて困って

いることがあるものの,本人は困っていることを自覚

できていないような場合もある。そういった場合,ど

デオを第三者的に見ることで,自分の問題に気づく可

能性もあるだろう。さらに, SSTではしばしば,実

際のロールプレイで問題場面の再現や適切な行動の見

本を見せる。生の人間のロールプレイでは,いくらシ

ナリオがあったとしても,言動とも同じ演技は何回も

できない。シングル・フォーカスであったり,何処を

見てよいか分かりにくかったりする自閉症などの発達

障害児・者は, 1回のロールプレイでは場面把捉すら

社しいと考えられる。これらのことも,写実性,再現

性が高く,一般に発達障害児・者が興味を持ちやすい

(Gepner, Deruelle, & Grynfeltt, 2001)とされる動画

を,学習教材として用いる際の利点であると言えるだ

ろう。

ところで,特別支援教育の新学習指導要領では,社

会の変化や子どもの障害の重度・重複化,自閉症.

LD, ADHD等も含む多様な障害に応じた適切な指導

を一層充実させるため,現行5区分(健康の保持,心

理的な安定,環境の把握,身体の動き,コミュニケー

ション), 22項目の自立活動の内容に,他者とのかか

わり,他者の意図や感情の理解,自己理解と行動の調

整,集団への参加.感覚や認知の特性への対応などに

関する項目が盛り込まれる。そして,「人間関係の形成」

の区分が新たに設けられ,各区分と項目の関連が整理

される予定である(中央教育審議会, 2008)c　しかし

ながら,この「人間関係の形成」に関連する具体的な

指導方法・内容については,障害の種類や発達段階等

に応じた詳細な検討が,十分に行われているとは言え

ない状況であり.一貫性,系統性のあるカリキュラム

も作られていないのが現状である。

このような最近の動向を考えると,本研究は.コン

ピュータを利用し,他人との具体的な関わり方だけで

なく,表情や視線,語調などを読み取ったり,他人の

気持ちを知ったりするなどの多様な課題も含んだ統合

的,効率的な発達障害児・者のためのSST学習教材

を開発しようとするものであり,教育や福祉の現場に

大きく貢献する可能性を有していると言えるであろ

う。

今後の課題としては, 1)学習内容の定着やコン

ピュータ利用に通した設問内容・形式の検討, 2)ど

デオを見る前のテーマを理解できるような説明,学習

後のロールプレイ等を付加するかどうかなど,事前・

事後に必要な学習事項の検討, 3)より広く適用でき

るエピソードの収集, 4)日常場面への般化の検討,

5)難易度や対象年齢などを考慮した,教材のバリ

エーションの増加などが考えられる。
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